
看護部 教育委員会 

 

 

 

・抑制されていたりや訴えることのできない患者の気持ちが分かり、私たち看護師が気づいてあげない 

といけないと感じた。 

・「おむつに排泄してください」などと声かけをしているが、ベッド上ではトイレとの環境が違い、羞 

恥心もあり、患者に対し軽々しくこんなことを言えないと思った。 

 今回、協力してくださったスタッフの皆さま、ご協力ありがとうございました。今後の業務でも活か 

していけるよう、がんばります☺ 

 

新人看護師の皆さんへ、今の気持ちを聞いてみました🎤👧👦 

◎２階病棟 丸山 結衣Ｎｓ 

1つの看護やケアを行うことに対し指摘を受け、その度に自分の行っている行動に対して責任感がある

のだと感じました。業務に少しずつ慣れ、忙しい時には業務的な対応を取ってしまい、先輩からの指摘

で不十分な対応をしていると気づくこともあり、今後、看護を行っていくうえで安全に患者のことを第

一に考えて行動していきたいです。 

 

◎別館 山里 佳穂Ｎｓ 

実際に看護師として働いてみて、知識・技術不足だなと思うこともあるが、少しずつ前に進んでいる気

がして毎日がとても充実しています。患者からの「ありがとう」に励まされながら頑張っています！ 

 

毎日、頑張っている新人看護師の皆さん、お疲れさまです🌞 

これからも、私たちと一緒に成長していきましょう！！ 
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患者体験後半終了しました☺ 
もう少し待って

てくださいね。 牽引中です。 

入職して半年が経ちました～✨ 


